
　「会派基本政策２０１９項目・施策　評価一覧表」

NO 戦略 テーマ 項目 施策 担当局 2019 2020 2021

1
生活
保障

待機児童の解消 保育所の施設整備に加え、休日保育や一時保育の拡大、育児休暇の促進優遇
策など、多様な手法を駆使して待機児童の解消に努めます。

こども未来 〇 〇 〇

2
保育士の人材確保に向けて、非正規保育士への家賃補助の拡大など、処遇改
善のための施策を講じます。

こども未来 × × ×

3
企業主導型保育所における地域受け入れ枠の拡大など、認可外保育所に対す
る支援策を拡充します。

こども未来 △ △ △

4 子ども医療費助成の拡充
子どもの通院に係る費用について、助成対象を中学３年に拡大するととも
に、自己負担額をゼロにします。

保健福祉 〇 〇 □

5
産前・産後の母親ケアの
充実

妊娠期や出産後の育児不安を抱える母親に対して、生活介助やメンタルケア
を提供する「産前・産後ケア事業」の助成割合を引き上げます。

こども未来 ◎ 〇 〇

6
児童虐待の防止

児童虐待防止を担う児童福祉司や児童心理司などの専門職を増員するととも
に、地域からの情報が集まる区役所へ児童福祉司経験者などの専門職を配置
するなど、地域との連携を強化します。

こども未来 〇 〇 〇

7
保護者が就労していなくても、冠婚葬祭や通院、リフレッシュなど必要な時
に利用できる「一時預かり保育」の周知・拡充を図ります。

こども未来 〇 〇 〇

8 里親支援の充実に向けて、里親や乳児里親の登録者数を増やします。 こども未来 ◎ ◎ ◎

9
乳幼児健診時の歯科検診を、その後の治療や歯磨き指導へとつなげるなど、
継続的な施策として発展させます。

こども未来 〇 〇 □

10 女性の健康づくりの推進
乳がん検診の無料クーポン制度について、制度の認知拡大と利用率の向上を
図ります。

保健福祉 〇 〇 〇

11 安心・安全な学童保育
古くて狭い施設の改善、および職員のスキルアップにつながる施策の充実を
行い、学童保育のサービス水準を向上させます。

こども未来 〇 〇 〇

12 放課後等の遊び場づくり
学校や地域と十分な協議を行ないながら、「放課後等の遊び場づくり事業」
を全小学校で実施します。

こども未来 〇 〇 〇

13
ワークライフバランスの
推進

本市男性職員の育児休業取得率を向上させる施策を実施するとともに、ワー
クライフバランスを推進する民間事業者への支援を強化します。

総務企画 × × ×

子ども期における
愛と希望が抱ける
子育て

1 / 13 



　「会派基本政策２０１９項目・施策　評価一覧表」

NO 戦略 テーマ 項目 施策 担当局 2019 2020 2021

14
生活
保障

元気高齢者まちづくりの
推進

市民の「健康寿命」を延ばすために、定期健診の受診を促す仕組みづくりに
取り組みを強化し、受診率の向上を図ります。

保健福祉 〇 〇 〇

15
高齢者の外出機会や社会参加を後押しするため、高齢者乗車券の助成額を増
やすとともに、ＩＣカードで利用できる交通機関を拡大します。

保健福祉 △ △ △

16
街中に設置するベンチの数を大幅に増やし（福岡市ベンチプロジェクトの拡
充）、高齢者の地域へのお出かけをサポートします。

保健福祉 〇 〇 〇

17
介護サービスの充実

特別養護老人ホームやグループホーム、在宅介護支援の小規模多機能施設な
どの各施設が持つ特色を踏まえて、それぞれ必要な数を提供できるように整
備を進めます。

保健福祉 〇 〇 〇

18
介護分野の人手不足を解消するために、介護現場の状況を把握し、福岡市独
自の支援策をあらゆる視点から講じます。

保健福祉 △ △ △

19
介護職員にも施設利用者にも優しい「ノーリフティング介護（抱え上げない
介護）」を推進し、更なるサービス向上を図ります。

保健福祉 △ △ △

20
在宅要介護者世帯への支
援

在宅介護を実施している世帯を支えるために、介護関連器具の提供や本市独
自の財政支援を行ないます。

保健福祉 △ △ △

21
認知症サポート体制の
強化

地域包括支援センターの増設や相談員の増員を通じて、認知症相談体制の充
実を図ります。

保健福祉 △ △ △

22
地域におけるユマニチュードの普及や認知症サポーター養成の推進など、認
知症に対する理解を深める取り組みを充実させます。

保健福祉 〇 〇 〇

23
単身高齢者に対する住宅
支援の拡充

単身高齢者向けの家賃助成や住替え費用の助成の拡充をはじめ、高齢者が安
心して住まえる環境づくりにあらゆる視点から取り組みます。

保健福祉
住宅都市 〇 〇 〇

24
安心できる労働環境の整
備

いわゆる「ブラック企業」の根絶に向けて、労働関係法の順守に関する相談
体制を構築します。

経済観光文化 × × ×

25 非正規労働者の処遇改善
官民問わず、非正規として働く人々の賃金アップや労働条件の改善につなが
る取り組みを推進します。

経済観光文化
総務企画 × × ×

26 障がい者の就労自立支援
障害者優先調達法の趣旨を踏まえ、障がい者施設商品の売り上げ増加、およ
び受注機会の拡大につながる施策を展開します。

保健福祉 〇 〇 〇

家族と地域と公共
との連携による
安心と安らぎの
高齢社会

このまちで働く
すべての人が
生きがいを抱ける
雇用環境
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27
生活
保障

障がい者の就労自立支援
障がい者の就労支援施策について、障がいの種類や程度に応じた適切な知
識・スキルを獲得できるよう、事業所との連携や指導を強化します。

保健福祉 △ △ 〇

28
福岡市（外郭団体を含む）において、法定雇用率を上回る障がい者の雇用を
実現するとともに、障がい者を率先して採用する民間事業所を顕彰する制度
を導入します。

保健福祉 △ △ 〇

29
女性の活躍支援

子育てや再就職、起業や介護について、女性からの相談を受けるワンストッ
プの専門窓口を新設し、女性が活躍の幅を更に広げられるように積極的な支
援を行ないます。

市民局 × × ×

30
本市の女性役職者の割合を2025年までに20％に向上させるため、あらゆる施
策に取り組みます。

総務企画 〇 〇 〇

31
生活困窮者への支援 生活困窮者自立支援法を踏まえ、相談窓口機能のみならず、就労支援や一時

生活支援、学習支援など、自立に向けたトータルな支援体制を構築します。
保健福祉 〇 〇 □

32
生活保護受給者のボランティア活動への参加を市が率先して促すなど、自立
支援に向けたプログラムを充実させます。

保健福祉 △ △ △

33
ボランティアやNPO、事業者と連携しながら、就労可能な生活保護受給者の
就労支援体制を充実します。

保健福祉 〇 〇 〇

34 触法者に対する自立支援
刑務所や少年院を出た人々に対して社会復帰を支援するために、本市におい
ても「再犯防止推進計画」を策定します。

市民局 △ 〇 〇

35
ペットと共生するまちづ
くり

ペット関連事業者との関係強化を通じて、ペットをテーマとしたイベント開
催を支援するとともに、飼い主に対して適正飼育を奨励します。

保健福祉 △ △ △

36
犬猫の多頭飼育による生活・衛生上の課題に対応するため、犬猫の避妊・去
勢手術を促すための支援策を実施します。

保健福祉 × × ×

このまちで働く
すべての人が
生きがいを抱ける
雇用環境
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37 成長
舞鶴公園の本格整備 セントラルパーク構想（大濠公園と舞鶴公園の一体整備）基本計画を踏ま

え、舞鶴公園を「貴重な歴史観光資源」として再整備します。
住宅都市 〇 〇 〇

38
鴻臚館を早期に復元し、アジアとの交流の歴史を感じさせる体験型イベント
やMICEレセプションを誘致します。

経済観光文化 △ △ △

39
市民生活に配慮した観光
振興

議員提案により制定された「福岡市観光振興条例」を踏まえ、新たな税源を
活かして違法民泊の取り締まりや交通渋滞解消に取り組みます。

保健福祉
住宅都市 〇 〇 〇

40
MICEの推進

MICEの専門組織（Meeting Place Fukuoka）を中心に、世界中の政治、経
済、文化、芸術、学術など幅広い分野におけるコンベンションの企画・誘致
に取り組みます。

経済観光文化 〇 〇 〇

41
外国人観光客の利便性向上のため、あらゆる支払い機会に「現金を使用しな
いで済む（キャッシュレス）」環境づくりを推進します。

経済観光文化 〇 〇 〇

42
世界規模のコンベンション誘致やクルーズ船対応に備えて、通訳士に加えて
留学経験者などの語学力のある市民を「福岡おもてなし通訳（仮称）」とし
て増員・育成します。

経済観光文化 × × ×

43
大規模スポーツ大会の充
実・誘致

福岡マラソンについては、都心部を走ることが出来るようコース変更を行な
うなど、参加者の満足度向上と内容の充実を図ります。

市民局 × △ △

44
市民が一流のスポーツ選手に触れられる機会を増やすために、様々な競技の
世界大会を誘致します。

市民局 〇 〇 〇

45
福岡空港の機能強化 福岡空港の就航路線について、国内路線を維持しながらアジア路線の拡大を

支援し、利用促進に向けた施策を充実させます。
港湾空港 〇 〇 〇

46
民間委託後の適正な空港運営に本市が積極的に関わるとともに、騒音防止対
策や周辺整備事業を推進します。

港湾空港 △ △ △

47
姉妹都市交流の推進 双方の官民による経済・文化の交流を促進するため、姉妹都市へ市職員を駐

在させるなど、現地の情報収集機能を強化する施策を展開します。
総務企画 △ △ △

48
世界に通用する「食産
業」の育成

飲食店や食品加工業者、および食に関する専門学校などの組織化と連携を促
し、食分野を本市の基幹産業として育成・支援します。

経済観光文化 × × ×

49
福岡の有名な「食（ラーメン・うどん・もつ鍋・水炊きなど）」をブランド
化し海外へ売り込むため、様々な支援策に取り組みます。

経済観光文化 〇 〇 〇

グローバルMICEを
振興し幅広い
人の往来を促す

人のつながりと
先端技術を活かし
新しい仕事を
生み出し続ける
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50 成長
中小企業に対する人材獲
得支援

地場中小企業の採用活動を支援するため、市内の高校・大学・専門学校や企
業との連携を図り、求職中の若者に地元企業の魅力を伝える取り組みを拡充
します。

経済観光文化 〇 〇 〇

51
IoTサービスの普及・拡
大

暮らしの利便性向上、および既存産業の効率化を促進するため、様々なIoT
サービス提供に関する実証実験をサポートするとともに、新たなサービスを
普及させるための支援策を講じます。

総務企画 〇 〇 〇

52
再生可能エネルギーの普
及促進

市有施設における太陽光発電システム導入を推進するとともに、小水力発電
や木質バイオマス発電をはじめとする再生可能エネルギーの導入を促進しま
す。

環境
財政 △ △ △

53
住宅リフォーム助成制度
の創設

省エネや地元産材の消費拡大という観点から、戸建てだけでなくマンション
も含めて、住宅リフォームの際に一定額を助成する制度を創設します。

住宅都市 △ △ △

54
公共技術の輸出促進

本市が誇る水やごみ収集処理などの公共技術を輸出するためのコンソーシア
ムを本市主導で確立し、大規模な公共技術をパッケージとして輸出できる企
業を育てます。

総務企画
環境/水道
道路下水道

△ △ △

55
地球温暖化対策の推進

住宅用エネルギーシステムの導入促進に向けた助成制度を大幅に拡充すると
ともに、住宅窓の複層ガラス設置を促進するための新たな助成制度を創設し
ます。

環境
住宅都市 △ △ △

56 起業しやすい環境づくり
起業をめざす人々へのサポート体制を拡充するとともに、設立後間もない企
業へ様々な育成支援を行ないます。

経済観光文化 △ △ □

57
林業の再生と木材利用の
推進

市内の森林資源の保全を図るとともに、林業を産業として再生させるため
に、木材の流通環境の整備に向けた支援を実施します。

農林水産 △ 〇 □

58
公共建築物の木造・木質化を推進するため、木材活用ガイドラインを策定
し、公共施設への地産材活用を拡大します。

農林水産 〇 〇 〇

59
農業・水産業の振興 地産地消の観点から、市内で生産された農水産物の消費拡大に向けた施策を

推進します。
農林水産 〇 〇 〇

60
　

市内農水産物の国内外に向けた販路拡大やブランド強化を図るとともに､そ
の加工品販売や飲食店での提供につなげる６次産業化に取り組みます｡

農林水産
経済観光文化 〇 〇 〇

61
農業・漁業の担い手を増やすため、技術習得や就業体験の機会を増やすとと
もに、新規就業時の負担軽減を図ります。

農林水産 △ 〇 〇

人のつながりと
先端技術を活かし
新しい仕事を
生み出し続ける
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62 成長

洗練された空間
形成により都市の
価値を高める

賑わいと活力あふれる天
神再開発

天神ビッグ・バン（天神の再開発）については、本市が率先して民間企業の
力を引き出すための関与・情報提供を行ないながら推進し、品格のある街並
み空間を創出します。

住宅都市 〇 〇 〇

63
都心部における交通対策 天神・博多部における駐車場整備を抑制することで都心部への自動車の流入

量を減らし、公共交通への利用転換を促進します。
住宅都市 〇 〇 △

64
博多駅～ウォーターフロント～天神の公共交通網を充実させるため、当該経
路への路面交通システムの導入を検討します。

住宅都市 × × ×

65
九大箱崎キャンパス跡地
の整備

九大箱崎キャンパス跡地については、快適で質の高いライフスタイルと都市
空間を創出し、九州のみならずアジアを代表する生活・文化の拠点エリアと
して整備を進めます。

住宅都市 〇 〇 〇

66
生活交通の充実 現行の生活交通条例を見直し、生活道路を走る「コミュニティバス」の路線

数を拡大します。
住宅都市 × × △

67
賑わい溢れる商店街まち
づくり

周辺の街並み形成やインフラ整備を含めた「商店街まちづくり計画」の策定
を推進し、計画実現に必要な規制緩和や財政支援を行ないます。

経済観光文化
住宅都市 △ △ △

68 洗練された街並みの形成
地域の特性を活かした建築物や景観に関するルール作りを支援し、地域住民
が良好な市街地環境を守っていくための取り組みを推進します。

住宅都市 △ △ △

69
魅力ある公園づくり

地域住民の憩いの場である街区公園については、ワークショップ方式の充実
を通して、それぞれの地域の特性を活かした明るい公園づくりを推進しま
す。

住宅都市 〇 〇 〇

70
緑化・木化の推進 街路樹や公園などの樹木については、その地区の特性に応じた樹種の選定を

行なうとともに、枝葉の剪定作業の回数を増やします。
住宅都市 △ △ △

71
市が整備する公共物への木材利用を増やすとともに、市内産材を活用した商
品の流通を促進するなど、市民が「木の温もり」に触れられる機会を増やし
ます。

農林水産
財政 〇 〇 〇

72 無電柱化の推進 電柱地下埋設工事を推進し、快適で歩きやすい道路整備を進めます。 道路下水道 △ 〇 〇
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73
地域
主権

住民自治の基盤強化 住民自治支援基本条例を制定し、市民生活を地域で支える自治会・町内会活
動の公共性を明確化します。

市民局 × △ 〇

74
行政と地域住民とのパートナーシップを強化するため、自治協議会会長会や
７区自治協議会会長会を市長への諮問機関として位置づけます。

市民局 × × △

75
地域が主導するまちづく
り活動への支援

地域の住民自治団体が中心になって自らのまちを設計し、居住環境を整備し
ていく「まちづくり事業」に対する支援を行ないます。

住宅都市 × × △

76
地域住民参加型のワークショップ方式を様々な公共事業に適用するととも
に、そのために必要なデータの提供や調査活動を支援します。

住宅都市
道路下水道 〇 〇 〇

77 地域活動の担い手づくり
地域コミュニティの活動に多様な主体が関われるように、地域の消防団や商
店街が地域活動に参加しやすい環境づくりを進めます。

市民局 △ △ △

78
若者が地域まちづくりに参画しやすい環境整備の一環として、若者が町内
会、自治会との接点を持てるような施策を実施します。

市民局 △ △ △

79
男女共同参画の推進 地域や企業など様々な分野で女性が活躍できるよう、各種団体や事業所が主

催する女性リーダー養成のための取り組みを支援します。
市民局 △ △ △

80
NPO団体への支援の拡充

NPO団体の活動を支援するため、団体情報の調査を通じて現状を把握すると
ともに、生活向上に寄与する公共事業の担い手として位置づけて連携強化を
図ります。

市民局 〇 〇 〇

81
公民館への行政コンシェ
ルジュの配置

地域住民が求める多様な行政ニーズを一次的に捌き、相談窓口の提示をする
といった「行政コンシェルジュ」を公民館に配置し、公民館の行政拠点機能
を強化します。

市民局 × △ △

82
空き家対策の推進

「福岡市空き家の倒壊等による被害の防止に関する条例」に基づき、空き家
の持ち主に対する指導を強化するとともに、危険な空き家については迅速な
解体撤去が行なえるような施策を講じます。

住宅都市 〇 〇 〇

83
行政サービスの利便性向
上

スマートフォンやタブレットなどにより「オンラインで手続きを完了できる
行政サービス」を増やし、市民にとっての利便性向上を図ります。

総務企画 〇 ◎ ◎

84
生活道路や公園における不具合など、身の回りの課題をインターネットを通
じて区役所に通報できるシステムを新たに構築します。

道路下水道
住宅都市 〇 ◎ ◎

85
適材適所の人材活用 市職員の保有資格や技術、実務経験などをまとめたデータベースを構築し、

適材適所の人材活用を図ります。
総務企画 △ △ 〇

市民自治を
確立して
みんなの声を
カタチにする

市民が望む
公共サービスを
最適な形で
提供する
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86

地域
主権 区役所・出張所における

おもてなし向上

区役所・出張所への来訪者に対して「おもてなし」の気持ちを持って臨み、
待ち時間の短縮や分かりやすい案内の徹底、たらい回しの防止などに取り組
みます。

市民局 〇 〇 〇

87
公共の役割の明確化

生活に密着した行政サービスについては「公共が責任をもって担う」姿勢を
打ち出し、安易な民間委託や指定管理者制度の活用を行わないような指針作
りに取り組みます。

総務企画 △ △ △

88

公共サービスを民間に移管する際には、技術の継承という基本的視点を持ち
ながら、コスト面だけの選定とせず、働き方に関する選定基準を設け、適切
な勤務条件の確保や子育て支援体制の充実に関する選定基準を設け、良好な
職場環境の整備を進める企業の参入を促します。

財政局 × × ×

89
期日前投票所の増設 人が多く集まる大規模商業施設など有権者にとって利便性の高い場所に期日

前投票所を新たに設置し、投票環境の向上を図ります。
選挙管理委員会 △ △ □

90
時代に合わせた条例・規
制の見直し

本市の条例や規則を恒常的に見直す仕組みを導入し、行政手続きの改善や
サービス水準の向上につなげます。

総務企画 △ △ △

91
滞納対策の推進

税や保険料及び利用料、使用料などの歳入に関する項目について、市民がよ
り納付しやすいシステムの構築や、区役所担当課の体制拡充などに取り組み
ます。

財政局 〇 〇 〇

92 支払う能力があるにもかかわらず納付しない滞納者への徴収を強化します。 財政局 〇 〇 〇

93
外郭団体改革の推進 本市が出資している外郭団体については、出資割合にかかわらず調査・監査

の対象とし、その経営状況を厳格にチェックします。
財政局
総務企画 △ △ △

94
外郭団体への天下り（職員退職後の外郭団体への再就職）批判に対応するた
め、厳格な基準（募集要項、採用基準、またその給与体系等）を作成・公表
します。

総務企画 × × ×

市民が望む
公共サービスを
最適な形で
提供する
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95 議会基本条例の制定 議会基本条例を制定し、市民に対して福岡市議会の決意を示します。 × × □

96
通年議会の実施 議会での審議時間を大幅に増やす「通年議会」を採用し、リアルタイムで政

策立案・審議を行なえる環境を整えます。 × × ×

97
議会の「見える化」 議会活動の状況を定期的に伝えるために「こんにちは、議会です!（出張議

会）」や「議会報告会」を各地域で開催します。 × × ×

98
議会の「分かる化」

タブレット端末の導入による議会関連資料のペーパーレス化を図るととも
に、議場に資料投影システム（プロジェクターとスクリーン）を設置して、
市民にとって「分かりやすい議会質問」の実施に努めます。

△ △ □

99 政治教育の推進
市議会の仕組みや役割を知ってもらう「福岡市議会社会科特別授業」の対象
を中学生まで拡げるとともに、その実施回数を大幅に増やします。 △ △ □

100
市議会議員が市内小中学校で市議会の仕組みや役割を直接伝える「市議会出
前講座（仮称）」を新たに実施します。 × × ×

101
区政に対するチェック体
制の強化

各行政区の予算・決算の審議、および区の特性を活かしたまちづくりを推進
するために、議会内に「行政区委員会（仮称）」を新たに設置します。 × × ×

102

共生
平和都市「福岡」の発信 市長自ら「非核平和都市」を宣言するとともに、姉妹都市や友好都市と市民

相互の信頼関係づくりを通じ、平和都市「福岡」の推進に取り組みます。
総務企画 △ △ ×

103
福岡市特有の戦争の歴史を踏まえ、命の尊さや平和の大切さを学ぶ場とし
て、恒久的・総合的な平和祈念施設の新設に向けて取り組みます。

総務企画 × × △

104
あらゆる自然災害を見据
えたまちの強靭化

豪雨時の浸水被害を防ぐため、森林の保水能力を高める施策と合わせ、道路
の排水機能の強化やため池の法面整備、河川の浚渫に取り組みます。

道路下水道
農林水産 〇 〇 〇

105
上下水道の管渠や給排水施設、道路や橋梁などの公共建築物の耐震強化を促
進します。

財政 〇 〇 ◎

106
消防車や救急車などの緊急車両の事故防止、および到着時間の短縮のため、
狭隘道路の拡幅や右折レーンの改良等に取り組みます。

住宅都市
道路下水道 △ △ □

地域
主権

取り組みが
｢見える｣｢分かる｣
議会をもっと
身近な存在に！

※この分野は、議会
改革特別委員会での
議論を通じて、政策
実現をめざしていま
す。

市民の生命と
財産を守る
安心・安全な
まちづくり
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107

共生
地域防災力の強化

「１町内会１防災士」を目指して防災士の育成に取り組むとともに、それぞ
れの地域で想定される防災課題（浸水・河川氾濫・地震）に対応した防災訓
練の実施に取り組みます。

市民 △ △ △

108
災害時要支援者名簿を活用した避難支援体制を各校区で構築するとともに、
避難所運営については、地域の実情を知る自治協議会との連携を前提に、運
営体制の強化に取り組みます。

市民 △ △ □

109
来訪者も踏まえた防災・
減災対策の強化

災害発生直後の道路寸断による人の移動や物資輸送の混乱を想定し、民間事
業者と締結している防災協定の見直しを進めるなど、発送地から受援地まで
の切れ目のない連携体制の構築を図ります。

市民 〇 ◎ ◎

110
国内外からの来訪者の増加を踏まえ、「寄る辺のない帰宅困難者」への緊急
対応策の構築など、天神・博多エリアにおける避難体制の強化に取り組みま
す。

市民 〇 〇 〇

111 交通安全の推進
通学路や駅周辺など歩行者の多い道路の安全確保のため、道路へのハンプ設
置をはじめ、屈曲部、狭さく部を設けるための道路改良を実施します。

道路下水道 〇 〇 〇

112
自転車専用道の整備を推進するとともに、市内の小中・高等学校や自転車通
勤者の多い事業所において、自転車走行ルールの指導が徹底されるような取
り組みを実施します。

道路下水道
市民

教育委員会
△ △ □

113
飲酒運転を撲滅するため、民間事業者との連携強化を図り、飲食店や小売店
などで飲酒運転に対する注意喚起が図られるような環境づくりに取り組みま
す。

市民 〇 〇 〇

114
防犯対策の強化

より明るく安全なまちづくりを推進するため、自治会・町内会に対して防犯
灯のLEDへの切り替えを促すとともに、防犯灯を新設する際の費用負担を軽
減します。

道路下水道 ◎ ◎ ◎

115
学校や商店街など多くの人が集まる場所を中心に防犯カメラの設置状況を把
握するとともに、地域のニーズを踏まえた補助制度により設置台数を増やし
ます。

市民 〇 〇 ◎

116
ライフラインの確保 市民の命と暮らしを守る安心安全な「水」の提供を継続するとともに、福岡

市の持つ水道技術の継承と水資源の確保に、引き続き取り組みます。
水道 〇 〇 〇

117
老朽化した水道管や給排水施設の更新については、料金収入に影響しない範
囲で、スピード感を持って、取り組みます。

水道
道路下水道 〇 〇 ◎

市民の生命と
財産を守る
安心・安全な
まちづくり
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118

共生
あらゆる差別の解消

性に関する差別・子どもの虐待・障がい者差別・外国人に対する差別・同和
問題など、様々な人権侵害をなくすため、教育現場や地域、民間事業所への
啓発活動に積極的に取り組みます。

市民 △ △ △

119
職場や地域におけるセクハラ・パワハラなどの各種ハラスメントを解消する
ため、各団体でハラスメント対策が図られるよう積極的に支援します。

市民 △ 〇 〇

120
民間事業者による障がい者に対する差別的な取り扱いを是正するため、改善
事例などの情報提供を行なうとともに、施設改善を促すための補助制度を創
設します。

保健福祉 × × □

121
インターネット等のSNSを通じた人権侵害を根絶するため、地域や学校にお
ける教育機会を拡充するとともに、対応手法等に関する情報提供を行ないま
す。

教育委員会
市民 △ △ △

122
多様性を認め合うまちづ
くり

福岡市で暮らす外国人がますます増加することを踏まえ、「やさしい日本
語」を活用しながら、日本の文化や暮らしのマナー・ルールなどの情報共有
をはじめ、地域活動への参加など、市民との交流機会のさらなる提供に取り
組みます。

総務企画 〇 〇 〇

123
パートナーシップ宣誓制度の導入を踏まえ、行政サービスの提供に際して、
登録されたカップルが戸籍上の夫婦と同等な取り扱いがなされる機会を増や
します。

市民
総務企画 〇 〇 ◎

124
バリアフリーの推進

公共施設や交通施設のエレベーター・エスカレーターの増設、生活道路にお
ける段差の解消、ノンステップバスのさらなる導入など、子ども、高齢者、
障がい者などの弱者に配慮したバリアフリー整備を進めます。

保健福祉
住宅都市 〇 〇 〇

125
公共施設をはじめ、駅やターミナルなどの交通施設を中心に、高齢者や視覚
障がい者、外国人に配慮した音声案内や点字案内を拡充します。

保健福祉 〇 〇 ◎

126
多様な性への配慮、および高齢者や障がい者が外出しやすい環境整備という
観点から、あらゆる公共施設への多機能トイレ・だれでもトイレの整備に取
り組みます。

保健福祉 〇 〇 〇

一人ひとりの
尊厳を守る
多様性を
大事にする
社会づくり
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127

共生
シティズンシップ教育の
推進

政治・経済・社会制度の理解といった「市民性（シティズンシップ）」を高
める機会を提供するため、公民館における生涯教育を充実させるとともに、
市民センターや小中学校など身近な会場での学びの機会を増やします。

市民
教育委員会 △ △ △

128
小中・高等学校において「シティズンシップ教育」を推進し、民主主義や政
治参加についての理解を深める機会を増やします。

教育委員会 △ △ △

129
福岡市や議会事務局において、大学生を対象としたインターンシップ受入れ
事業を新設し、地方自治体や地方議会の役割について学ぶ機会を提供しま
す。

総務企画
議会事務局 △ △ △

130
姉妹都市にある教育機関と連携し、交換留学やインターンシップの機会を拡
大するとともに、それぞれの都市の特色ある風土・文化・産業に触れるな
ど、若者自身の将来につながる学びの機会を新たに作ります。

総務企画 △ △ □

131
教師が子どもに向き合う
時間の確保

小中学校の教師が子どもたちに向き合う時間を十分に確保できるよう、教師
の業務負担の軽減施策と、教職員の増員に取り組みます。

教育委員会 △ 〇 〇

132
教育にかかる保護者の負
担軽減

給食費の無償化や教材費の負担軽減など、義務教育における保護者の経済的
負担を軽減します。

教育委員会 × △ △

133
市立高校の授業料の減額や教材等の費用負担の削減、奨学金の支給開始時期
の前倒しなど、高校進学の際に発生する経済的負担の軽減に取り組みます。

教育委員会 × × △

134
きめ細かな教育の実施

教師が子ども一人ひとりに向き合い、きめ細かな教育を行なうために、35人
以下の少人数学級を、小学校５・６年生をはじめ中学三年生まで、段階的に
拡大します。

教育委員会 〇 〇 ◎

135
（小学校３・４年生の算数授業について、）分割指導等の工夫ができるよ
う、加配教員の配置を拡大します。

教育委員会 △ △ △

136 不登校・ひきこもり対策
スクールソーシャルワーカー・不登校対応教員の増員をはかるとともに、児
童相談所との連携を深め、小中学校の卒業後に不登校が継続しないよう、支
援を拡充します。

教育委員会 〇 〇 〇

137
義務教育未修了者に加えて、不登校などにより十分な教育を受けられなかっ
た人など、学び直すことを希望する市民を広く受け入れる「夜間中学校」の
新設に取り組みます。

教育委員会 △ ◎ ◎

個々の能力と
可能性を拡げる
AI時代を踏まえた
教育・人づくり
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　「会派基本政策２０１９項目・施策　評価一覧表」

NO 戦略 テーマ 項目 施策 担当局 2019 2020 2021

138
共生

小中学校における教育環
境整備の推進

老朽化や狭隘化の著しい学校の校舎や体育館について、早期に建替え・改修
が実施されるよう予算を拡充します。

教育委員会 △ △ △

139
本市の小中学校におけるクーラー設置について、普通教室に加えて理科室な
どの特別教室や給食室への設置を推進します。

教育委員会 〇 〇 〇

140
老朽化したトイレの洋式化への改修に加え、災害発生時の避難所となること
も踏まえたマンホールトイレの設置に取り組みます。

教育委員会 △ 〇 〇

141
情報教育を推進するため、各学校におけるパソコン台数を増やすとともに、
電子黒板やタブレット等のICT器材の充実に取り組みます。

教育委員会 〇 ◎ ◎

142
福岡の伝統・文化の振興 博多どんたくや山笠をはじめ、各地域で継承されている伝統行事を次代に引

き継ぐため、市内外への情報発信や担い手育成などの支援に取り組みます。
経済観光文化 △ △ △

143
市内美術館に「無料開放デー」を設けることで市民の利用頻度を高めるとと
もに、市が保有する美術品・工芸品の美術館外での鑑賞機会を設けるなど、
市民が文化や芸術を身近に感じることができる機会を増やします。

経済観光文化 △ 〇 〇

144
市民が音楽や芸術に「触れる」「発表する」機会を拡大するために、市民会
館をはじめ音楽演劇練習場やホールの整備に取り組みます。

経済観光文化 △ 〇 〇

◎＝　会派と当局の方向性が一致しており、要望項目の達成に道筋がついた

〇＝　会派と当局の方向性が一致しており、施策が前進した

□＝　会派と当局の方向性は一致しているが、施策の前進には至っていない

△＝　会派と当局の方向性は一致しないが、何らかの進展があった

×＝　会派と当局の方向性は一致せず、前進もみられない

個々の能力と
可能性を拡げる
AI時代を踏まえた
教育・人づくり

3 2.1% 7 4.9% 13 9.0%

60 41.7% 66 45.8% 59 41.0%

14 9.7%

55 38.2% 49 34.0% 42 29.2%

26 18.1% 22 15.3% 16 11.1%

144 100.0% 144 100.0% 144 100.0%

2020年度 2021年度2019年度
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